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小 山 シル バ ー だ よ り 令不□ 2年 5月 25日 ( 2)第 78号

新しいステッス の展望に向け

理

事

長

　

生

丼

克

明

第

４

次

中

期

計

画

に

つ

い

て

、

三

部

会

、

中

期

計

画

推

進

委

員

会

及

び

理

事

会

で

検

討

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

１０

年

計

画

等

の

長

期

計

画

を

策

定

す

べ

き

と

の

ご

意

見

も

頂

戴

し

て

い

ま

し

た

が

、

１０

年

先

を

見

通

せ

る

も

の

で

は

な

い

こ

と

、

加

え

て

国

が

進

め

る

「

働

き

方

改

革

」

の

影

響

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

問

題

等

の

新

な

課

題

が

出

て

き

た

こ

と

を

考

慮

し

、

計

画

年

数

を

５

年

と

し

、

３

年

後

に

見

直

し

を

す

る

計

画

と

し

ま

し

た

。

第

３

次

ま

で

の

中

期

計

画

で

は

、

会

員

の

皆

様

の

ご

協

力

と

関

係

各

位

か

ら

の

ご

支

援

に

よ

り

、

契

約

金

額

も

順

調

に

伸

ば

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

が

、

令

和

元

年

度

に

入

り

状

況

が

変

わ

り

ま

し

た

。

法

令

遵

守

の

た

め

、

請

負

か

ら

派

遣

へ

の

切

り

替

え

を

行

う

ほ

か

、

法

令

に

違

反

す

る

疑

い

の

あ

る

就

業

の

見

直

し

を

行

い

ま

し

た

。

ま

た

、

行

政

機

関

の

改

革

も

あ

り

、

シ

ル

バ

ー

の

契

約

金

額

が

減

少

し

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

、

令

和

元

年

度

の

実

績

は

、

派

遣

は

増

え

ま

し

た

が

、

請

負

は

減

少

し

、

請

負

の

減

少

を

派

遣

の

増

額

で

補

う

こ

と

が

で

き

ず

、

全

体

で

は

前

年

度

を

下

回

る

結

果

と

な

り

ま

し

た

。

令

和

２

年

に

入

り

、

新

型

コ

ロ

ナ

問

題

が

発

生

し

、

世

界

経

済

に

大

き

な

影

響

を

及

ぼ

し

て

い

ま

す

。

こ

の

難

局

に

あ

た

り

、

シ

ル

バ

ー

の

原

点

を

忘

れ

ず

、

臨

時

的

・

短

期

的

・

軽

易

な

業

務

を

受

注

し

、

地

域

社

会

に

貢

献

で

き

る

セ

ン

タ

ー

を

目

指

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

第

４

次

中

期

計

画

の

中

で

、

次

の

２

点

を

重

要

事

項

と

し

ま

し

た

。

①

忍

〓

員

へ

の

速

や

か

な

就

業

情

報

の

提

供

」

事

務

局

に

は

様

々

な

注

文

・

問

合

せ

が

あ

り

、

入

会

時

の

希

望

職

種

と

就

業

履

歴

か

ら

会

員

に

声

を

か

け

ま

す

が

、

中

々

見

つ

か

ら

ず

に

お

断

わ

り

す

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

た

め

、

就

業

情

報

を

一

早

く

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

ア

ツ

プ

し

、

希

望

者

を

募

り

ま

す

。

将

来

的

に

は

会

員

へ

の

メ

ー

ル

発

信

も

で

き

る

よ

う

に

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

②

「

事

業

所

訪

間

に

よ

る

民

間

部

門

の

拡

充

」

新

型

コ

ロ

ナ

問

題

で

困

難

な

時

期

で

す

が

、

機

会

を

提

え

て

進

め

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

も

事

業

所

訪

問

時

に

新

規

に

お

仕

事

の

お

話

を

頂

く

こ

と

が

あ

つ

て

も

、

話

が

途

切

れ

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。

今

後

は

表

敬

訪

間

で

は

な

く

、

提

案

型

訪

間

に

切

り

替

え

る

べ

く

工

夫

し

、

就

業

に

繋

げ

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

専

務

理

事

　

雪

浦

和

雄

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

活

用

推

進

ス

マ

ホ

の

普

及

は

日

覚

ま

し

く

、

２

０

１

９

年

２

月

に

実

施

さ

れ

た

１８

歳

以

上

の

国

民

を

対

象

と

す

る

調

査

に

よ

り

ま

す

と

、

ス

マ

ホ

の

所

有

率

は

８５

％

、

ガ

ラ

ケ

ー

携

帯

所

有

率

は

１１

％

、

合

計

は

９６

％

で

す

ｏ

ま

た

、

６０

代

の

ス

マ

ホ

所

有

率

は

６９

％

と

あ

り

ま

す

。

こ

の

他

に

パ

ソ

コ

ン

利

用

者

も

多

数

存

在

し

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

状

況

を

考

慮

し

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

利

用

し

た

就

業

情

報

の

会

員

へ

の

提

供

を

本

年

度

か

ら

開

始

し

ま

す

。

こ

れ

に

よ

り

会

員

へ

の

就

業

情

報

の

迅

速

な

提

供

と

就

業

機

会

の

拡

大

が

可

能

に

な

る

と

考

え

て

い

ま

す

。

次

の

ス

テ

ッ

プ

と

し

て

、

来

年

度

以

降

、

メ

ー

ル

を

利

用

し

た

特

定

会

員

へ

の

就

業

情

報

の

提

供

を

予

定

し

て

い

ま

す

。

そ

の

実

現

の

た

め

に

は

、

会

員

の

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

登

録

が

必

要

条

件

に

な

り

ま

す

の

で

、

ま

ず

会

員

の

皆

様

の

協

力

を

得

て

、

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

登

録

を

進

め

て

ま

い

り

ま

す

。

全

会

員

の

メ

ー

ル

利

用

実

現

は

難

し

い

で

し

ょ

う

が

、

よ

り

多

く

の

会

員

の

利

用

が

可

能

に

な

れ

ば

、

ク

リ

ー

ン

作

戦

の

実

施

、

地

区

会

議

の

開

催

等

の

変

更

発

生

時

に

、

メ

ー

ル

の

活

用

に

よ

り

、

迅

速

・

柔

軟

な

対

応

が

可

能

に

な

り

ま

す

。

登

録

会

員

全

員

へ

の

一

斉

メ

ー

ル

の

発

信

（

同

時

通

知

）

や

特

定

グ

ル

ー

プ

ヘ

の

通

知

が

期

待

で

き

ま

す

。

会

員

と

事

務

局

の

連

携

充

実

各

種

委

員

会

の

活

動

は

活

発

に

な

っ

て

い

ま

す

が

、

実

績

を

上

げ

る

た

め

に

は

、

実

務

を

行

う

事

務

局

と

連

携

し

て

作

業

を

進

め

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

部

会

・

委

員

会

に

事

務

局

員

も

参

加

し

て

い

た

だ

き

、

連

携

の

充

実

を

図

る

こ

と

が

必

要

と

考

え

ま

す

。

饒

饉

鰊

睾

貶

涸

眩

謳

疸

渉

翔

ヽ



( 3) 令不□ 2年 5月 25日 小 山 シル バ ー だ よ り 第 78号

軋

≫

ざ

量

舅

餡

礫

亀

賞

盪

攀

雉

す

総

務

部

会

長

　

藤

倉

拓

治

会

員

数

の

増

強

・

定

期

的

な

入

会

説

明

会

の

ほ

か

、

出

張

説

明

会

を

開

催

し

、

会

員

数

の

増

強

・

セ

ン

タ

ー

の

普

及

に

努

め

ま

す

。

・

説

明

会

等

を

通

じ

て

、

シ

ル

バ

ー

の

仕

組

み

・

魅

力

を

発

信

し

ま

す

。

。

会

員

の

ご

協

力

を

頂

き

、

会

員

数

の

増

強

、

特

に

女

性

会

員

の

増

強

に

努

め

ま

す

。

。

女

性

委

員

会

の

活

動

に

併

せ

、

女

性

会

員

の

勧

誘

を

行

い

ま

す

。

・

小

山

市

の

イ

ベ

ン

ト

、

セ

ン

タ

ー

の

イ

ベ

ン

ト

を

通

じ

て

、

会

員

の

勧

誘

を

行

い

ま

す

。

会

員

の

交

流

機

会

の

増

大

と

市

民

へ

の

普

及

・

シ

ル

バ

ー

フ

ェ

ス

タ

ヘ

の

会

員

の

参

画

を

増

や

し

、

シ

ル

バ

ー

の

普

及

啓

発

に

努

め

ま

す

。

・

会

員

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

場

と

し

て

、

地

区

別

ク

リ

ー

ン

作

戦

を

計

画

・

実

施

し

ま

す

。

・

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

を

充

実

さ

せ

、

会

員

の

交

流

の

場

と

す

る

と

と

も

に

、

市

民

ヘ

の

普

及

の

機

会

と

し

ま

す

。

鍼

綺

文

勿

颯

鰺

儡

颯

釉

覺

広

報

部

会

長

　

生

井

克

明

シ

ル

バ

ー

は

高

齢

者

が

集

い

、

お

仕

事

を

受

注

し

、

働

く

喜

び

を

得

る

と

と

も

に

仕

事

を

通

じ

て

地

域

社

会

に

お

い

て

一

定

の

地

位

を

得

る

た

め

に

設

立

さ

れ

ま

し

た

。

シ

ル

バ

ー

の

魅

力

を

次

の

よ

う

に

発

信

し

ま

す

。

会

員

数

の

増

強

に

向

け

、

未

だ

入

会

し

て

い

な

い

高

齢

者

に

対

し

、

シ

ル

バ

ー

で

活

動

す

る

喜

び

を

お

伝

え

し

ま

す

。

就

業

拡

大

を

図

る

た

め

、

小

山

市

民

の

皆

様

に

シ

ル

バ

ー

事

業

の

趣

旨

を

お

伝

え

し

、

シ

ル

バ

ー

利

用

の

有

用

性

を

発

信

し

ま

す

。

※

活

動

内

容

広

報

資

料

の

作

成

。

配

布

・
広

報

誌

「

シ

ル

バ

ー

だ

よ

り

」

の

発

行

（
年

３

回

）

。
市

内

全

戸

向

け

「

チ

ラ

シ

」

の

発

行

・

配

布

（
年

２

回

）

・

会

員

向

け

「

か

わ

ら

版

」

の

発

行

（
随

時

）

・

主

要

業

務

の

案

内

バ

ン

フ

レ

ッ

ト

等

の

作

成

広

報

資

料

を

活

用

し

た

広

報

活

動

・

広

報

資

料

の

公

共

施

設

等

へ

の

配

布

展

示

・

各

種

イ

ベ

ン

ト

ヘ

の

参

加

、

資

料

等

の

配

布

ホ

ー

ム

ベ

ー

ジ

を

用

い

た

有

効

な

広

報

活

動

・

セ

ン

タ

ー

事

業

の

掲

載

、

広

報

誌

「

シ

ル

バ

ー

だ

よ

り

」

の

掲

載

・

ウ

ェ

ブ

運

営

者

の

育

成

睾

塁

餘

袋

瘍

鱚

漑

鏃

繹

輪

勒

ヽ

事

業

部

会

長

　

伊

澤

三

千

夫

安

全

委

員

会

で

は

、

「

安

全

は

全

て

に

優

先

す

る

。

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

安

全

パ

ト

ロ

ー

ル

を

計

画

的

に

実

施

し

、

会

員

の

安

全

管

理

意

識

を

高

め

て

行

き

ま

す

。

ま

た

、

事

故

事

例

を

検

証

し

再

発

防

止

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

近

年

、

頻

発

す

る

台

風

被

害

、

地

震

災

害

等

の

緊

急

時

に

速

や

か

な

対

応

を

し

て

ま

い

り

ま

す

。

職

群

班

担

当

は

年

間

の

職

場

訪

間

を

通

じ

、

「

助

け

合

い

な

が

ら

、

楽

し

く

働

け

る

」

環

境

づ

く

り

を

支

援

し

て

行

き

ま

す

。

年

間

二

回

の

職

群

班

班

長

会

議

を

開

催

し

、

各

職

場

で

の

問

題

点

や

改

善

点

を

話

し

合

い

「

自

主

。

自

立

」

の

意

識

を

高

め

て

行

き

ま

す

。

就

業

開

発

担

当

で

は

、

現

在

の

公

共

と

民

間

の

就

業

比

率

が

５０

％

。

５０

％

で

あ

り

ま

す

が

、

民

間

の

就

業

開

拓

に

力

を

注

ぎ

、

事

業

所

訪

間

を

実

施

し

て

ま

い

り

ま

す

。

ま

た

、

独

自

事

業

の

開

発

と

し

て

、

「

エ

ア

コ

ン

・

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

」

の

独

自

事

業

に

も

取

り

組

ん

で

行

き

ま

す

。

更

に

、

農

業

支

援

や

空

き

家

対

策

、

墓

地

管

理

等

の

拡

充

の

可

能

性

を

探

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

研

修

会

担

当

で

は

、

会

員

の

資

質

向

上

を

図

る

と

と

も

に

会

員

の

健

康

づ

く

り

。

安

全

就

業

に

資

す

る

研

修

を

計

画

・

実

施

し

て

ま

い

り

ま

す

。

女

性

委

員

会

で

は

、

女

性

会

員

の

増

強

が

最

も

重

要

な

課

題

と

捉

え

、

女

性

会

員

が

定

着

で

き

る

魅

力

あ

る

セ

ン

タ

ー

の

イ

メ

ー

ジ

づ

く

り

に

努

め

ま

す

。

そ

の

た

め

、

年

間

を

通

じ

交

流

活

動

の

た

め

の

講

習

会

を

企

画

実

施

す

る

と

と

も

に

、

女

性

リ

ー

ダ

ー

の

発

掘

・

育

成

に

努

め

ま

す

。

ま

た

、

女

性

会

員

の

就

業

状

況

を

分

析

し

、

女

性

会

員

の

就

業

開

拓

に

生

か

し

ま

す

。

現

在

、

取

り

組

ん

で

い

る

市

内

の

学

童

保

育

施

設

訪

間

を

継

続

し

、

子

育

て

分

野

の

拡

充

に

努

め

ま

す

。



第 78号 小 山 シル バ ー だ よ り 令不□2年 5月 25日 ( 4)

小

山

Ａ

地

区

大

谷

Ａ

地

区

間

々

田

地

区

〇令和2年度地 区役員のお知 らせ◎

/1N和

2年 4月 6日 現41の 会員数

1静

銘

田

橋 本  ■
: 泰

地 区・班 組織 図

警

，

小

山

Ｂ

地

区

大

谷

Ｂ

地

区

小

山

Ａ

地

区

小

山

Ｂ

地

区

大

谷

Ａ

地

区

副 地 区 長

担 J i 理 11

l  l L当 職 員

美

田

地

区

担 当職 員

」也 |̀  J モ

担 当

性

! 1 和 泉 I H憲 吾

|

1地 城自‖ I I  J l

桑

絹

地

区

10名

1化
塚  泰 明 花垣 町 本 郷 町

域山町 中央 町 宮 本 町 人幡 町 神 けl 剛

大字 立 木 1人 字小 山 ( 小 I I 一 小 区域 )

大字 大行 き( 小 I i l 一 小区域 )

i l 澤 三 千人

天神 町 人字神 鳥 谷 ( 宇 都官線 西側 )

城 北 ( ― 丁 日 四 丁 [ ] ～ 六 丁 日) 駄 東 通 り ( ■ 丁 日 )

城 北 ( 二 丁 ] 三 丁 日) 大 字 人 塚 ( 城 北 小 I X城 )

若本
田J ( ‐ 丁 目 二

丁 目) 大 字喜 沢 ( 4ヽ 山中学 校 南側

若本 町 ( 三

「

日) 人 字 喜沢 ( 城 北 小 区 域 )

仲鳥 谷 ( 1日 ) 人 字外城 栗宮 ( l 日 )

東城 l l l ( 一 丁 日～
FЧ

「

日) 大 字小 山 ( 50写 線南 )

‖J 地 区長

1野

原 光男

束城 南 ( 五

「

日) 西 城南 ( 四

「

H)

I H 

Ч

l 理
` 1「

1里 1中  ‖

=男

地上貢献1当 |三 田 秀男

13名

1宮
田 武雄 西

J j t 南
( 一 丁 目

～三丁 11)

13名
1自 井  利 宗 西城 南 ( ′ i 丁 ] ～ ヒ丁 」) ■ 人字 神 鳥谷 ( ′ 十

: 都

官 線 東側

駅 南 田] (  丁 ] ～ 四 丁 [ l ) 神 [ L i 峯

1611名 J t t t HJ ( l r J 丁 目 六

「

日) 大 字 小 山 ( 50号 線 北 )

r l t t  l t l 則 イi 丸  じt 雄 駅 束通 り( 一

「

日 二
j 日

) 城 東 ( 一

「

Fl  二

「

月)

l l j t 東 ( 1丁 目
～

五丁 目)

城 東 ( 六 丁 」  し] ‐ 日 )

人字上′ 卜 大 字大塚 ( 水 戸線 南 環状線 西■1)

人塚 ( 一
～八

「

日) 人 字大塚の一部 ( 大 塚 : 丁 日の

中久喜 ( 丁 ‖ ) 大
41中

久 喜

大 字横 倉 ( 1- 399 500～ 1293) 大 字 田間

‖ l 地 κ 長

|11｀ l i Fl  l i

地
l ■

l i ■ 1当

地 区 長 1 吉原 清 10名 1大 鷲  久 : 大 字 横 倉 ( 400～ 499)

12名 1青 木 成 夫 大 字横 倉新 田 ( 1～ 99 200番 地 の
一

部 )

l l i 中  英雄

小林  充刊

13名
1星 野  勝 美 大 字横 倉新 川 ( 100～ )

夫字向原新H 大学雨テイト た卜雨ケ↑ 新H 夫■ 世倉( 1294ヽ l J ) 0

大 字 東 野 ||1 大 字 南 和 泉  大 字 武 り[

東 間
々田 ( 一

「

日 二丁 目) 人 字 間 々
1日 ( 789～ 999)

担 当職 員

た宇 Rl 々 |‖ ( 2000ヽ )

人字 間
々

l ■ ( 1000～ 1999)

乙 女 ( 」 日 )

束 間 々田 三丁 Π  I 17L

美 しが11 人字東‖ 1 人字Ll 111「 1 人字 日々 日( 1ヽ F

大

′

i : T駄 塚 人字粟宮

人字 平和 人字 乙女 ( 1～ 199)

8名 1安 藤 和 夫 南乙女 人字 乙女 ( 500～ 799)

11名
1小 藤  l l  1/ 大字 乙女 ( 800～ )

人 字 南 飯 LE2名 1知 久  菊 , 1

4名 1高 橋  乙 二
卜生 井 小 区域  網 戸 小 区 域

寒川小 |ズ

j ・

t

豊 HI 南 小 |【 域

景 [ 1北 小 区 域

44116名

仁平  洋 介 l kl 川 小 区域 ( 大 字喜 沢 )

人宇 荒 井 大字 l l 井

/11 H l  i ■ 夫

為
l t  

洋 範 人字 ガJ 川 ( l ～ 199 300番 台 700～ 899)

人 字 l l 川 ( 200番 台  100～ 691) 900番 台 )

扶桑 ( 一 J 日 ) 大 字飯塚  人字 三|1川 岸  人字束

扶桑 ( ■

「

目 三 J 日 ) 大 字 南半 田

人久保 克延

[ ■ 1■ 担当 小 野 原 久夫

日福 良小 区l t ( 人
字 高椅 を除 く) |11梁 小 X域

11延 鳥小 区 l ・k大 字 高椅

公

益

社

団

法

人

　

小

山

市

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー
間

々

田

地

区

地 |ズ 長 高橋 左 吉

副 地 l κ 長

長浜  患一

松 _f 重 行

l l l  J l ' 1. ト 亨i 浦  l l l F

に, 貢 献l i ヽ 小 高 次男

担

Ч

l l ・

t 員
和 泉 田憲

「



( 5) 令不□ 2年 5月 25日 小 山 シル バ ー だ よ り 第 78号

蝿  鸞 ■ 板

令

和

元

年

度

第

８

国

（

欄

月

賠

日

）

＊

正

会

員

・

男

性

８

、

女

性

３

名

の

入

会

を

承

認

＊

令

和

元

年

度

得

意

先

訪

間

に

つ

い

て

令

和

元

年

度

第

９

回

（
鍛

月

２６

圏

）

＊

正

会

員

・

男

性

３

名

の

入

会

を

承

認

＊

特

定

費

用

準

備

資

金

等

取

扱

規

程

の

制

定

（
創

立

四

十

周

年

記

念

事

業

対

応

）

令

和

元

年

度

第

１０

国

（

１

月

３０

圏

）

＊

正

会

員

・

男

性

４

名

の

入

会

を

承

認

令

和

元

年

度

第

Ｈ

国

（

２

月

ソ

圏

）

＊

正

会

員

・

男

子

３

名

の

入

会

を

承

認

＊

就

業

に

係

る

研

修

。

事

務

引

継

ぎ

等

の

手

当

に

つ

い

て

＊

表

彰

規

程

の

一

部

改

正

＊

職

務

執

行

状

況

報

告

（
理

事

長

、

副

理

事

長

、

専

務

理

事

）

令

和

元

年

度

第

笠

国

（

３

月

１９

目

）

＊

正

会

員

・

男

性

３

名

、

女

性

１

名

の

大

会

を

承

認

＊

令

和

２

年

度

事

業

計

画

案

及

び

収

支

決

算

案

に

つ

い

て

＊

創

立

四

十

周

年

記

念

事

業

に

係

る

積

立

て

に

つ

い

て

＊

第

４

次

中

期

計

画

の

章

立

て

案

に

つ

い

て

令

和

元

年

「

層

５

圏

＊

普

及

啓

発

促

進

事

業

月

間

行

事

の

反

省

令

和

元

年

域

用

３

日

＊

地

区

長

・

副

地

区

長

会

議

開

催

に

つ

い

て

＊

令

和

元

年

度

下

期

公

募

説

明

会

・

面

談

会

に

つ

い

て

令

和

２

年

１

月

ア

日

＊

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

活

用

に

よ

る

就

業

案

内

検

討

令

和

２

年

２

用

４

日

＊

ラ

ク

ラ

ク

プ

リ

ン

ト

の

導

入

に

つ

い

て

令

和

２

年

３

月

３

日

＊

第

４

次

中

期

計

画

に

向

け

意

見

表

明

令

和

元

年

積

月

７

日

＊

職

場

訪

問

・

安

全

バ

ト

ロ

ー

ル

報

告

実

施

内

容

報

告

＊

交

通

安

全

講

習

会

開

催

に

つ

い

て

＊

女

性

会

員

の

就

業

状

況

分

析

令

和

元

年

城

周

５

日

＊

職

群

班

班

長

会

議

開

催

結

果

報

告

＊

女

性

委

員

会

料

理

教

室

開

催

に

つ

い

て

令

和

２

年

１

用

９

日

＊

マ

ナ

ー

講

習

会

開

催

に

つ

い

て

＊

安

全

就

業

ス

ロ

ー

ガ

ン

応

募

推

薦

に

つ

い

て

令

和

２

年

２

月

６

日

＊

職

場

訪

問

実

施

及

び

事

業

所

訪

間

計

画

令

和

２

年

３

月

５

圏

＊

第

４

次

中

期

計

画

に

つ

い

て

検

討

令

和

元

年

督

月

１

圏

＊

会

報

７７

号

グ

ラ

編

集

校

正

令

和

元

年

ｕ

月

１５

□

＊

会

報

第

７７

号

ゲ

ラ

校

正

・

責

丁

＊

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

各

地

区

の

ク

リ

ー

ン

作

戦

画

像

を

掲

載

令

和

元

年

櫓

月

１３

国

＊

か

わ

ら

版

第

１８

号

発

行

の

反

省

点

に

つ

い

て

＊

会

報

第

７８

号

の

企

画

立

案

に

つ

い

て

令

和

２

年

１

月

１７

日

＊

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

更

新

状

況

に

つ

い

て

令

和

２

年

１

周

勢

目

＊

令

和

２

年

度

広

報

部

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

つ

い

て

検

討

令

和

２

年

２

月

韓

国

＊

会

報

第

７８

号

編

集

及

び

か

わ

ら

版

１９

号

発

行

に

つ

い

て

令

和

２

年

２

月

繋

爾

＊

会

報

第

７８

号

編

集

に

つ

い

て

＊

令

和

２

年

度

広

報

部

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

決

定

令

和

２

年

３

月

１３

圏

＊

会

報

第

７８

号

編

集

に

つ

い

て

＊

次

期

中

期

計

画

の

策

定

に

つ

い

て

令

和

２

年

３

月

ν

目

＊

会

報

第

７８

号

編

集

校

正

検

討

＊

か

わ

ら

版

２０

号

の

発

行

に

つ

い

て

リ

レ

‥

サ

ロ

ン

鰺

餃

鰊

笏

陽

文

影

絋

癸

鰊

一

轟

鵞

瞬

会
加
滅

秘

Ｂ
置

高

尾

さ

ん

は

平

成

２４

年

８

月

入

会

し

、

駅

東

駐

輪

場

で

５

年

就

労

、

現

在

は

小

山

市

水

道

庁

合

で

宿

目

直

業

務

に

就

い

て

２

年

目

を

迎

え

て

い

ま

す

。

令

和

元

年

理

事

に

就

任

し

て

か

ら

は

就

業

開

発

を

担

当

、

他

理

事

と

と

も

に

市

内

の

企

業

訪

間

を

行

っ

て

い

ま

す

。

前

職

は

都

内

の

デ

パ

ー

ト

に

勤

務

し

て

い

ま

し

た

。

外

商

関

係

の

仕

事

の

中

で

「

親

切

・

丁

寧

・

迅

速

」

を

念

頭

に

や

っ

て

き

た

そ

う

で

す

。

シ

ル

バ

ー

の

中

で

も

忘

れ

ず

そ

れ

を

貫

き

、

さ

ら

に

加

え

て

「

明

る

く

。

楽

し

く

・

元

気

よ

く

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

や

っ

て

い

き

た

い

の

が

目

標

だ

そ

う

で

す

。

趣

味

は

「

カ

ラ

オ

ケ

愛

好

会

」

に

所

属

し

て

、

月

２

回

の

例

会

に

参

加

し

楽

し

く

歌

う

こ

と

。

得

意

な

曲

は

「

は

ぐ

れ

コ

キ

リ

コ

」

だ

そ

う

で

す

。

余

暇

は

昔

の

仲

間

と

東

京

の

名

所

。

旧

跡

巡

り

を

し

た

り

、

年

５

団

ほ

ど

の

ゴ

ル

フ

を

楽

し

む

こ

と

で

す

。

家

族

は

奥

さ

ん

と

の

２

人

暮

ら

し

で

す

が

、

目

帰

リ

バ

ス

旅

行

を

お

二

人

で

出

か

け

る

こ

と

が

楽

し

み

の

一

つ

と

話

し

て

い

ま

し

た

。

書 ,髪

`

砦
議も 

二

 彗妻 ま
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『
健

康

ば

ん

ざ

い

』

フ

レ

イ

ル

っ

て

こ

存

知

で

す

か

？

②

ラ

ク

大

橋

　

博

フ

レ

イ

ル

と

は

、

「
高

齢

に

な

る

こ

と

に

よ

り

、

心

身

が

老

い

衰

え

た

状

態

」

で

す

。

し

か

し

フ

レ

イ

ル

は

、

早

く

対

策

を

と

れ

ば

進

行

を

遅

ら

せ

た

り

、

元

の

健

常

な

状

態

に

戻

れ

ま

す

。

　

　

以

下

、

前

号

か

ら

の

続

き

孤

食

よ

り

も

共

食

一

人

暮

ら

し

の

高

齢

者

は

、

一

人

で

食

事

を

摂

る

孤

食

と

な

り

が

ち

で

す

。

孤

食

で

は

食

事

の

品

数

も

減

り

、

食

べ

る

食

材

も

偏

り

が

ち

と

な

り

ま

す

。

食

欲

が

低

下

す

る

と

食

べ

る

量

も

減

り

、

低

栄

養

状

態

に

陥

り

や

す

く

な

り

ま

す

。

一

方

、

家

族

や

友

人

と

一

緒

に

食

事

を

摂

る

■

（
食

）

と

、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

と

り

な

が

ら

食

事

が

で

き

、

「

楽

し

く

食

べ

ら

れ

て

食

欲

が

高

ま

る

」

、

習

叩

数

も

増

え

て

多

様

な

食

材

を

食

べ

ら

れ

る

」

こ

と

に

つ

な

が

り

、

低

栄

養

を

避

け

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

積

極

的

に

友

人

や

家

族

、

地

域

の

人

な

ど

と

共

食

の

機

会

を

も

ち

ま

し

よ

う

。

口

腔

機

能

の

ケ

ア

加

齢

と

と

も

に

噛

む

こ

と

や

飲

み

込

む

こ

と

な

ど

、

国

腔

機

能

が

低

下

す

る

と

、

硬

い

食

材

が

食

べ

ら

れ

な

く

な

っ

た

り

、

む

せ

た

り

す

る

こ

と

が

み

ら

れ

ま

す

。

飲

み

込

み

の

筋

肉

の

筋

力

低

下

は

、

誤

晰

に

つ

な

が

り

、

ひ

い

て

は

肺

炎

を

引

き

起

こ

し

て

し

ま

い

ま

す

。

定

期

的

に

歯

科

検

診

を

受

け

て

回

腔

機

能

の

低

下

を

予

防

す

る

こ

と

、

噛

み

ご

た

え

の

あ

る

食

材

を

選

ん

で

良

く

噛

ん

で

食

べ

る

こ

と

を

意

識

し

、

食

事

の

質

を

維

持

す

る

よ

う

に

し

ま

し

よ

う

。

ム

セ

が

み

ら

れ

た

ら

、

「

国

腔

の

体

操

」

や

「

睡

液

を

出

し

や

す

く

す

る

マ

ッ

サ

ー

ジ

」

、

「

歌

を

歌

う

」

、

「

早

□

言

葉

を

言

う

」

、

「

友

人

や

家

族

と

お

し

ゃ

べ

り

す

鞭

躁

腋

等

神
ｏべ

，

/」 ヽ

山

イ

|

ス

雲タ

ブ

れ
例

え

ば

、

「

出

か

け

る

時

は

な

る

べ

く

徒

歩

で

出

か

け

る

」

、

「

階

段

を

積

極

的

に

上

り

下

り

し

て

み

る

∵

」

と

や

、

「

テ

レ

ビ

を

見

な

が

ら

足

の

運

動

を

し

て

み

る

」

、

「

家

族

や

友

人

に

会

い

に

行

っ

た

り

、

催

し

物

に

行

っ

た

り

な

ど

、

外

に

出

掛

け

る

き

っ

か

け

を

つ

く

る

す

」

と

な

ど

を

行

い

、

運

動

す

る

時

間

を

増

や

し

て

い

き

ま

し

よ

う

。

歩

く

時

は

、

お

尻

と

背

筋

を

伸

ば

し

て

腕

を

振

り

、

歩

幅

を

大

き

く

し

て

少

し

速

く

歩

い

て

み

ま

し

よ

う

。

身

体

を

し

っ

か

り

伸

ば

し

て

大

き

く

足

を

動

か

す

と

、

全

身

の

筋

肉

を

効

率

よ

く

使

う

こ

と

が

で

き

ま

す

。

社

会

活

動

に

参

加

す

る

高

齢

者

は

加

齢

に

よ

る

身

体

的

な

衰

え

に

加

え

て

、

定

年

退

職

、

収

入

の

低

下

、

子

供

の

独

立

、

親

し

い

人

と

の

死

別

な

ど

、

社

会

的

な

役

割

の

変

化

が

訪

れ

ま

す

。

社

会

的

地

位

や

親

と

し

て

の

役

割

、

家

族

や

友

人

を

喪

失

す

る

経

験

は

、

を
気

力

や

活

気

を

失

う

き

っ

か

け

と

も

な

り

ま

す

。

社

会

と

の

つ

な

が

り

を

持

つ

こ

と

が

億

劫

と

な

り

、

家

に

閉

じ

こ

も

り

が

ち

と

な

る

と

、

生

活

面

や

精

神

面

な

ど

他

の

側

面

ま

で

も

が

低

下

を

き

た

し

、

フ

レ

イ

ル

が

進

行

、

重

症

化

し

て

い

き

ま

す

。

自

分

が

得

意

な

こ

と

、

で

き

る

こ

と

を

見

つ

け

て

地

域

の

ボ

ラ

ン

テ

イ

ア

な

ど

に

社

会

参

加

す

る

こ

と

は

、

生

き

が

い

、

や

り

が

い

を

見

出

す

こ

と

や

社

会

的

な

役

割

を

再

び

取

り

戻

し

て

自

信

を

つ

け

る

こ

と

に

も

つ

な

が

り

ま

す

。

社

会

的

な

活

動

は

活

気

や

気

力

も

湧

き

、

い

き

い

き

と

生

活

す

る

こ

と

で

心

も

体

も

元

気

に

な

り

ま

す

。

ま

さ

に

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

等

は

最

適

で

し

よ

う

。

（
完

）

大橋 博 <お おは し ひろ し>

日本糖尿病学会専門医
。

研修指導医
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昭不□ 53年 4月  東京女子医科大学糖尿病センター入局

平成 1年 4月  小山イース トクリニック開設 院長就任

貪

０

０

０

０

７

市

お

元

気

会

員

か

ら

の

投

稿

「

絣

輻

嘲

鞣

鰤

瘍

卜

瞼

聰

痣

』

間

々

田

地

区

清

水

　

利

男

　

会

員

４０

才

の

時

で

し

た

。

近

隣

で

葬

儀

の

際

に

受

付

と

書

記

を

依

頼

さ

れ

ま

し

た

。

芳

名

帳

の

記

入

は

筆

書

き

で

の

要

請

で

し

た

。

普

段

で

も

筆

や

ペ

ン

を

持

っ

た

こ

と

の

な

い

私

が

、

人

前

で

筆

字

で

書

記

を

す

る

の

は

緊

張

と

恥

か

し

さ

で

い

っ

ぱ

い

で

し

た

。

弔

問

者

が

多

数

の

た

め

受

付

は

２

組

で

行

っ

て

い

ま

し

た

。

取

り

ま

と

め

の

際

に

他

の

方

が

記

入

し

た

芳

名

帳

を

見

せ

て

頂

い

た

と

こ

ろ

、

見

事

に

き

れ

い

な

書

跡

で

し

た

。

こ

の

時

自

分

も

少

し

で

も

上

手

な

筆

字

を

書

き

た

い

と

の

思

い

が

、

習

字

と

の

出

会

い

で

し

た

。

幸

い

に

身

近

に

先

生

で

あ

る

義

兄

が

い

た

の

で

、

早

速

、

お

願

い

し

て

門

下

生

に

な

り

ま

し

た

。

農

家

の

仕

事

と

は

違

っ

て

机

に

向

か

っ

て

の

習

い

事

は

非

常

に

疲

れ

る

日

々

が

続

き

ま

し

た

。

そ

れ

で

も

月

日

を

重

ね

る

ご

と

に

、

少

し

づ

つ

昇

級

す

る

と

張

合

い

も

で

て

き

て

、

先

生

か

ら

は

毎

日

５

分

で

も

よ

い

か

ら

筆

も

持

つ

よ

う

に

進

言

さ

れ

ま

し

た

。

先

生

を

は

じ

め

先

輩

や

仲

間

に

励

ま

し

の

言

葉

を

頂

き

、

平

成

２

年

に

全

日

本

書

芸

文

化

院

の

準

師

範

に

合

格

・

平

成

１７

年

に

は

師

範

の

資

格

を

取

得

し

ま

し

た

。

ま

た

、

日

本

書

道

揮

宅

協

会

の

賞

状

揮

宅

十

１

級

の

資

格

を

平

成

１６

年

に

取

得

し

、

そ

の

年

に

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

入

会

し

て

、

筆

耕

班

に

従

事

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

現

在

は

農

作

業

の

傍

ら

、

観

音

寺

の

写

経

の

会

に

入

会

し

指

導

を

受

け

な

が

ら

般

若

心

経

や

仏

画

を

模

写

し

、

会

員

の

皆

さ

ん

と

一

緒

に

思

桜

会

の

作

品

展

や

公

民

館

祭

り

に

出

品

し

て

お

り

ま

す

。

今

後

も

筆

耕

の

技

能

を

生

か

し

て

、

健

康

に

配

意

し

て

活

動

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。
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凩

貪

鼠

燿

颯

酪

素

颯

翡

舅

赳

熱

中

症

と

は

、

暑

さ

に

よ

つ

て

体

の

中

に

熱

が

た

ま

る

こ

と

で

起

こ

る

体

の

不

調

の

こ

と

で

す

。

め

ま

い

や

立

ち

く

ら

み

、

頭

痛

や

吐

き

気

等

の

症

状

が

あ

り

、

意

識

を

失

う

ほ

ど

の

重

い

症

状

に

陥

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

誰

も

が

発

症

す

る

危

険

性

が

あ

り

ま

す

が

、

適

切

な

予

防

法

を

知

っ

て

い

れ

ば

防

ぐ

こ

と

が

で

き

ま

す

。

本

格

的

な

暑

さ

を

迎

え

る

前

か

ら

熱

中

症

に

気

を

つ

け

、

〈

フ

年

の

夏

も

元

気

に

生

活

し

ま

し

よ

う

。

昨

年

度

の

小

山

市

で

は

、

熱

中

症

は

気

温

が

上

が

り

始

め

る

５

月

か

ら

増

え

、

暑

い

日

が

続

く

８

月

に

急

増

し

て

い

ま

す

。

小

山

市

消

防

署

管

内

で

は

、

熱

中

症

に

よ

る

救

急

搬

送

が

１

２

３

件

あ

り

、

ぅ

ち

６５

歳

以

上

の

高

齢

者

が

５６

・

９

％

を

占

め

て

い

ま

す

（
小

山

市

消

防

本

部

デ

ー

タ

よ

り

）

。

熱

中

症

は

気

温

な

ど

の

環

境

条

件

だ

け

で

な

く

暑

さ

に

身

体

が

慣

れ

て

い

な

い

時

に

特

に

発

生

し

や

す

い

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

音

同

齢

者

は

「

の

ど

の

渇

き

を

自

覚

し

に

く

い

Ｌ

食

事

の

量

が

少

な

く

な

る

Ｌ

ト

イ

レ

を

気

に

し

て

水

分

を

と

ら

な

い

」

な

ど

の

理

由

か

ら

脱

水

を

起

こ

し

や

す

く

、

熱

中

症

に

な

り

や

す

い

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

( 件 )

躙

明

熱

中

症

に

な

ら

な

い

た

め

に

●

室

内

で

は

エ

ア

コ

ン

を

活

用

し

ま

し

よ

う

。

●

こ

ま

め

に

水

分

・
休

息

を

と

り

ま

し

よ

う

。

●

外

出

時

に

は

帽

子

や

日

傘

を

活

用

し

暑

さ

を

避

け

ま

し

よ

う

。

●

暑

さ

に

備

え

た

体

づ

く

り

を

し

ま

し

よ

う

。

●

暑

さ

指

数

（
Ｗ

Ｂ

Ｇ

Ｔ

）

な

ど

の

気

象

情

報

を

活

用

し

ま

し

よ

う

。

応

急

手

当

●

涼

し

い

場

所

に

避

難

し

、

衣

服

を

ゆ

る

め

、

溶

押

や

し

ま

し

よ

う

。

●

水

分

・
塩

分

を

補

給

し

ま

し

よ

う

。

●

安

静

に

し

て

十

分

に

体

息

を

と

り

ま

し

よ

う

。

●

意

識

が

は

っ

き

り

し

な

い

、

水

分

（

塩

分

）

の

摂

取

が

で

き

な

い

、

症

状

が

悪

い

場

合

は

救

急

車

を

呼

び

ま

し

よ

う

。

（
小

山

市

健

康

増

進

課

よ

り

）

鍛
　
餞
躙
躙
躙
鰊
鰤
莉
躙
躙
躙
鰊

明

発

] : 罷

鰺  輻

5月     6月

2019年 度熱中症

熱 中症発生状況

鰊

羽

理

事

長

　

生

井

克

明

２

月

２‐

日

、

関

東

ブ

ロ

ッ

ク

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

連

絡

協

議

会

主

催

の

研

修

会

が

宇

都

官

市

で

開

催

さ

れ

、

全

国

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

事

業

協

会

（
全

シ

協

）

の

姉

崎

専

務

理

事

の

講

演

が

あ

り

ま

し

た

。

国

は

令

和

３

年

度

か

ら

全

世

代

型

社

会

保

障

制

度

の

確

立

を

目

指

し

た

施

策

を

始

め

る

計

画

で

、

定

年

延

長

を

図

る

と

も

に

７０

歳

ま

で

働

く

こ

と

を

勧

め

た

い

考

え

で

あ

る

。

現

在

も

就

労

し

て

い

る

６０

歳

以

上

の

方

は

７０

歳

以

降

ま

で

働

く

希

望

の

方

が

８

割

を

占

め

る

。

高

齢

者

は

「

自

分

の

都

合

の

良

い

時

間

に

働

く

こ

と

」

を

希

望

し

て

い

る

の

で

、

シ

ル

バ

ー

ヘ

の

期

待

が

高

ま

っ

て

い

る

。

一

方

、

シ

ル

バ

ー

の

会

員

数

は

企

業

の

再

一雇

用

、

同

種

の

事

業

に

参

入

し

て

き

た

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

の

増

加

か

ら

伸

び

悩

ん

で

い

る

。

会

員

は

組

織

の

基

盤

で

あ

り

、

安

定

し

た

事

業

運

営

の

根

幹

で

あ

る

の

で

、

第

２

次

会

員

１

０

０

万

人

達

成

計

画

を

策

定

し

た

。

令

和

時

代

の

シ

ル

バ

ー

の

課

題

に

つ

い

て

、

①

会

員

拡

大

、

②

魅

力

あ

る

事

業

展

開

、

③

積

極

的

な

広

報

活

動

の

３

点

を

挙

げ

、

説

明

さ

れ

ま

し

た

。

①

の

会

員

拡

大

に

つ

い

て

は

女

性

会

員

の

大

会

促

進

、

広

報

。

説

明

会

の

工

夫

、

退

会

の

抑

制

が

必

要

で

あ

る

。

そ

れ

に

は

、

役

員

・

職

員

・

会

員

が

一

体

と

な

つ

た

運

営

体

制

を

つ

く

り

、

計

画

の

定

期

的

な

検

証

・

見

直

し

を

し

、

取

り

組

ん

で

い

く

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

②

の

魅

力

あ

る

事

業

展

開

に

は

、

現

在

の

地

域

　

一

社

会

の

課

題

（
高

齢

社

会

、

子

育

て

、

空

き

家

対

一

策

、

遊

休

農

地

・

空

き

店

舗

）

に

対

応

し

て

い

く

一

こ

と

、

人

手

不

足

企

業

へ

の

派

遣

・

独

自

事

業

の

　

一

展

開

に

取

り

組

む

こ

と

が

こ

れ

か

ら

の

重

点

事

業

と

考

え

る

。

事

例

と

し

て

、

地

元

企

業

と

の

連

携

・

経

済

団

体

に

対

す

る

働

き

か

け

、

地

域

の

特

性

を

活

か

し

た

独

自

事

業

の

立

ち

上

げ

を

提

唱

し

て

い

ま

し

た

。

③

の

積

極

的

な

広

報

活

動

で

は

、

セ

ン

タ

ー

の

イ

ベ

ン

ト

開

催

時

に

は

地

元

マ

ス

コ

ミ

に

取

材

要

・

請

し

取

り

上

げ

て

も

ら

う

こ

と

、

セ

ン

タ

ー

で

活

ギ

動

す

る

こ

と

が

会

員

の

健

康

維

持

に

役

立

っ

て

い

　

一
一

る

こ

と

を

Ｐ

Ｒ

す

る

こ

と

を

挙

げ

て

い

ま

し

た

。

　

●
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期

　

日

¨

２

月

１２

・

‐３

日

場

　

所

一

セ

ン

タ

ー

研

修

室

参

加

者

¨

１２

名

会

員

の

資

質

向

上

の

一

つ

と

し

て

、

パ

ソ

コ

ン

操

作

講

習

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

ご

指

導

を

パ

ソ

コ

ン

教

室

班

の

皆

さ

ん

に

お

願

い

し

、

講

習

会

資

料

を

完

成

さ

せ

ま

し

た

。

内

容

は

、

次

の

三

部

構

成

に

な

り

ま

し

た

。

・

パ

ソ

コ

ン

入

門

基

礎

操

作

編

（

ワ

ー

ド

・

エ

ク

セ

ル

の

文

字

入

力

～

印

刷

プ

レ

ビ

ュ

ー

表

示

）

。

ワ

ー

ド

に

よ

る

案

内

文

書

作

成

。

エ

ク

セ

ル

に

よ

る

就

業

表

作

成

講

習

会

を

受

講

し

た

皆

さ

ん

の

感

想

は

丁

寧

で

初

心

者

に

分

か

り

易

い

説

明

で

「

理

解

で

き

た

」

「

講

習

会

に

参

加

し

て

良

か

っ

た

」

天

７

後

も

是

非

講

習

会

を

続

け

て

」

と

の

声

を

頂

く

こ

と

で

き

ま

し

た

。

ご

協

力

を

頂

き

ま

し

た

関

係

者

の

皆

様

に

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

　

　

　

　

　

（
研

修

会

担

当

一

小

林

信

治

）

刈

払

機

に

よ

る

飛

び

石

の

事

故

が

多

い

こ

と

、

振

動

障

害

に

よ

り

身

体

を

痛

め

る

こ

と

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

県

連

合

主

催

に

よ

る

『

刈

払

機

取

扱

安

全

講

習

会

』

が

当

セ

ン

タ

ー

を

会

場

に

２

月

２６

日

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

小

山

市

か

ら

は

２３

名

の

会

員

が

参

加

さ

れ

、

　

一

同

熱

心

に

受

講

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

会

員

の

提

案

に

よ

る

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

が

３

月

１５

日

に

セ

ン

タ

ー

駐

車

場

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

日

は

快

晴

で

絶

好

の

日

和

で

し

た

が

、

会

員

だ

け

の

行

事

で

あ

っ

た

こ

と

、

宣

伝

不

足

、

新

型

コ

ロ

ナ

問

題

等

で

参

加

者

が

少

な

か

っ

た

の

が

残

念

で

し

た

。

約

３０

名

の

方

が

来

場

し

、

し

ば

し

交

流

の

輪

が

で

き

ま

し

た

。

熙

疱

脩

顆

会

報

　

シ

ル

バ

ー

だ

よ

り

第

７８

号

発

行

日

〈

「

和

２

年

５

月

２５

日

発

行

所

　

小

山

市

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

８

０

２

８

５

（

２８

）

４

１

３

０

〒

３

２

３

１

０

８

２

９

小

山

市

東

城

南

５

丁

目

１５

番

地

８

編

　

集

　

広

報

部

会

「シルバーだよ り」発行月の変更

今年度 か ら諸行事 との 関係 を考え、

発 行 月 を 5月 、9月 、1月 の そ れ ぞ

れ 25日 に変更 しま したの で、お矢□

らせ します。

園 切 ″ い だより配布についd会 報ル ■ だよりよ ソ レ漱 材センターの地図 曼員

溜 冨

もと

③ ◎配布されています。会報は市内の支所他20数か所に陳夕J さ

会

員

数

遭 鑽

男 518

646

女 128

令

和

２

年

６

月

２

日

（
火

）

午

後

１

時

３０

分

か

ら

令

和

２

年

７

月

７

日

（
火

）

午

後

１

時

３０

分

か

ら

令

和

２

年

８

月

４

日

（
火

）

午

後

１

時

３０

分

か

ら

令

和

２

年

９

月

１

日

（
火

）

午

後

１

時

３０

分

か

ら

※

会

場

は

、

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

研

修

室

で

す

。

隷 鎌

平成 30年 度 309, 641, 647円

令 和 元 年 度 290, 984, 257円

比 較
△ 18, 657, 390円

呻

平成 30年 度 15, 105, 135円

令 和 元 年 度 21, 608, 261 円

較 6, 503, 126円

輸

平成 30年 度 324, 746, 809円

令 和 元 年 度 312, 592, 518円

比 較
△ 12, 154, 291円


